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Summary
　　　In　the　present　study，　relationships　among　measuring　items　of　T・scan　system，　mas－
ticatory　force　value　and　masticatory　surface　were　analyzed（according　to　the　Black　Silicon
Method）．
　　　The　following　results　were　obtained：
1．Correlation　between　occlusal　contact　surface　and　masticatory　force　value：The　above
　　corrlation　showed　r＝0．755，　which　was　significant　at　5％．
2．Correlation　between　maximum　occlusal　force　and　masticatory　force　value：The　above
　　correlation　showed　r＝＝O．792，　which　was　significant　at　5％．
3．Correlation　between　occlusal　contact　point　number　and　maximum　occlusal　force：The
　　above　correlation　form　T－scan　showed　r＝0．835，　which　was　significant　at　5％．
本稿の要旨の一部は，第31回日本小児歯科学会総会（1993，郡山）において発表した．（1993年11月1日受理）
緒 言
松本歯学　19（3）1993
　小児の咀噛機能を客親的かつ簡便に評価するこ
とは，成長，発達期にある小児においてきわめて
重要な課題である．
　従来より咬合接触についての臨床的分析は咬合
紙1・2）オクルーザルワックス3・4）などによる方法と
歯列との情報を保存できるシリコンブラック法5）
および咬合音検査機器等6・7）により分析されてい
るが，これらの方法はいつれも定性的評価法にと
どまり，定量的な咬合分析の臨床手法は確立され
ていない．
　1987年W．L．　Maness　et　al．8）は歯牙接触の時期
と咬合力に関する情報を容易に得ることができ，
定量性を増した咬合診断装置としてT－Scan　Sys－
temを開発した．そこで，第1報9）では小児に応用
する目的で個性正常咬合の成人において以前から
の咬合接触についての臨床的分析の種々の方法と
比較してT－Scan　systemが正当性があるかどう
かを証明し，本研究では小児への応用を試みT
－Scan　Systemの測定項目と咀噌能力値およびシ
リコンブラック法による咀噌面積の関係を分析
し，若干の知見が得られたので報告する．
対象および方法
1．対象
　被験者は，Hellman　dental　age　III　Aの個性正
常咬合と思われる小児10名（平均8歳2ヵ月）を
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対象とした．
2．方法
（1）咀噌能力値の測定
　咀囎能力値の測定には，成人小児共に使用可能
であるチューインガム法を使用した．方法は，ロッ
テ社製フリーゾーンガム1．58±0．001g（1／2枚
量），咀噌回数40回における時間あたり溶出糖量を
咀噌能力値としたもので，長澤ら1°）の方法に準じ
たものである（図1）．
②　咬合接触面積の測定
　咬合接触面積の測定は，シリコンブラック法よ
りおこなった．すなわち，被験者の中心咬合位で
採得したバイトワックスにより，咬合器に付着し
た被験者の石膏模型を用い，ワイヤーフレームを
作成し，下顎咬合面上に印象材を注入して，咬合
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させ，咬合記録を採得した．そして，咬合接触面
積の測定11）は得られた被験資料を，シャーカステ
ン上にスケールと共に置き，透過光をCCDカメ
ラで撮影する光学的方法により，直接，画像解析
装置で測定した（図2）．
　（3）T－Scan　Systemの測定
　T－Scan　Systemはセンサ，センサ・サポート，
ハソドル，システムニット，ソフトウェアカラー
モニターから構成されている．それぞれの被験者
の上顎中切歯間に図3のごとく，センサー，サポー
トを固定し，咬頭嵌合位においてセンサを咬ませ
る．そして，各人に合った上顎歯列弓をカラーモ
ニターにディスプレイし，歯列弓長および幅を測
定した．
　次に，咬合接触時間および咬合接触力に関する
因子につて，Total　Front－Back（TFB），　Primary
Front－Back（PFB），　Left　Front－Back（LFB），
Right　Front－Back（RFB）を測定し，また，咬合
接触力に関する因子についてLeft　Force（LF），
Right　Force（RF）を測定した．以上の6因子は
4回測定を行い，その平均値を測定値とした．
結 果
1．咬合接触面積と咀噌能力値および咬合接触点
数の相関（図4．5）
　咬合接触面積と咀噌能力値の相関はr＝0．473，
咬合触面積と咬合接触点数の相関はr＝0．826
あった．また，後者に相関係数は，（p＜0．05）で
有意性が認められた．
2．咬合接触時間の因子の相関（図6～9）
　1）TFBとRFBおよびLFBの相関
　　　TFBとRFBの相関et　r・＝O．710，　TFBと
　　LFBの相関はr＝0．862であり，後者は有意
　　性（p＜0．05）が認められた．
　2）PFBとRFBおよびLFBの相関
　　　PFBとRFBの相関はr＝0．713，　PFBと
　 LFBの相関はr＝0．786であり，後者は有意
　　性（p＜0．05）が認められた．
3．咬合接触力の因子の相関関係（図10）
　RFとLFの相関を示し，相関はr＝O．678で
あった．
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図4：咬合接触面積と咀噛能力値の関係
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図5：咬合接触点数と咬合接触面積の関係
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考 察
　個性正常咬合を有するHellman　dental　age　III
Aの小児と思われる被験者を対象としたが，咬合
接触面積と咀噌能力値の間に相関性が本研究で
も，中島の報告12）と同様に有意性があったことよ
り，本研究の被験者の選択は妥当なものであった
と考えられる．
　咬合接触点数はT－Scanから求めたものであ
り，岡本ら13）のブラックシリコンとT－Scanの接
触点数の比較からの結果より荷重が安定していれ
ば問題ではないとの報告があり，本結果において
も相関が咬合接触面積と点数の間に高く認めら
れ，有意性（p＜0．05）が認められたことから，以
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前から咀噌機能に関する生理学的要因である咬合
接触面積等の要因を見ていかなくても，大人同様
に小児のIII　A期にもT－Scanのみで咬合診断が
できる装置であると考えられる．
　次に，T－Scanの因子である咬合接触の時間的
要素ではいつれの因子においても高い相関が認め
られた．また，第1報9）でも，咬合接触の時間的要
素では高い相関がえられていて，大人の時間的嵌
合中心は第1大日部であった結果を考慮すれば，
この時期の小児の時間的嵌合中心は安定している
ことがいえると思われる。
　また，T－Scanの咬合接触力の因子であるRF
とLFの相関性は高い値となったが，大人ほどの
相関性はえられなかったことから，咬合力の点で
はバランスがややとれない時期であることが認め
られた．しかし，T－Scanはセンサーの厚みが120
μmと薄いものであり，小児においても咬合しや
すい点は大人の結果と変わらないものと思われ
る．
結 論
1．咬合接触面積と咬合接触点数の相関はr＝
0．826で，有意性（P〈0．05）が認められた．
2．咬合接触時間に関する要因（T－Scan）では，
TFBとRFBの相関はr＝0．710，　TFBとLFBの
相関はr＝＝O．862で，有意性（p〈0．05）が認められ
た．PFBとRFBの相関はr＝0．713，　PFBとLFB
の相関はr＝0．786で，後者は有意性が認められ
た．
3．咬合接触力に関する要因（T－Scan）ではRF
とLFの相関はr＝0．678であった．
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